









（Cf. 三島 1997, 森政稔 1998/2014）。ただ、専門的な学科としての社会学とニーチェとは、決
して「相性」の良い関係ではない。リベラルな志向を持つか、または実証的な志向を持つ社
会学者にとって、ニーチェは少なくとも積極的に関わりを持つ必要のない過去の頑迷な思想
家に過ぎないのかもしれない。しかし、その一方で 1980 年代から 90 年代にかけて、講壇社
会学とニーチェの関係が次第に議論の対象となり、社会学史研究の対象として関心が高まっ













フランツ・ゾルムス - ラオバッハ伯（Franz Graf zu Solms-Laubach）は、以下のようなニ
ーチェ受容の歴史的な区分を設定する。
国際政経論集（二松學舎大学）第 23 号，2017 年３月
“Ich bin kein Mensch, ich bin Dynamit.”
（Friedrich Wilhelm Nietzsche,
Ecce Homo: Warum ich ein Schicksal bin, § 1.）（1）
− 78 −
Ⅰ）1890 ～ 1930：19 世紀末ドイツのヴィルヘルム期社会の文化・道徳批評として受容～第一







































































































展開した。ゾルムス - ラオバッハ伯は、テンニースの「高次（higher type）」の人間像とニー
チェの「超人」とを比較している。テンニース自身は、ニーチェの「超人」を、一種の天才
（Genius）として解釈しており、同時代の善悪から自由に「自己決定」し得る存在と見ている
















































































































































（Nietzsche Gruyter）： Friedrich Wilhelm Nietzsche, Nietzsche Werke : kritische Gesamtausgabe / 
Herausgegeben von Giorgio Colli und Mazzino Montinari
（Nietzsche 1964） : Friedrich Wilhelm Nietzsche, Der Wille zur Macht, Versuch einer Umwertung aller Werte 
/ mit einem Nachwort von Alfred Baeumler, Kröner Verlag, 1930/1964.
主なニーチェ作品 刊行年 本稿での日本語表記




Unzeitgemässe Betrachtungen, 1876 『反時代的考察』
Menschliches, Allzumenschliches, 1878 『人間的な、あまりにも人間的な』
Morgenröte, 1881 『曙光』
Die fröhliche Wissenschaft, 1882 『喜ばしき知識』
Also sprach Zarathustra, 1885 『ツァラトゥストラはこう語った』
Jenseits von Gut und Böse, 1886 『善悪の彼岸』
Zur Genealogie der Moral, 1887 『道徳の系譜学』
Götzen-Dämmerung, 1888 『偶像の黄昏』
Der Antichrist, 1888 『アンチ・クリスト』
Ecce homo, 1888 『この人を見よ』
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（2）　『権力への意志』（Wille zur Macht）は、ニーチェが未公刊のまま残した草稿（主に 1880 年代のもの）
をニーチェの妹エリーザベトが収集・編纂したものである。今日のニーチェ研究では作品としての信頼
性が頗る低いのだが、ニーチェの箴言集として読めば、貴重な言説を見出せる。
（3）　「遠近法主義（Perspektivismus）」という語は、ニーチェ生前の刊行物では、『喜ばしき知識』に出てく
るだけである。「遠近法（Perspektive）」「遠近法（主義）的（perspektivistisch（e）」は頻繁に見られる
（稲毛 2008:118-120）。
（4）　「資本主義の哲学者」という呼び名は、ホイスリングによれば、フランツ・メーリング（Mehring 
1897/1961）に倣ったもののようである。『ニーチェ崇拝』の編者注でも、同様の解説がされている
（Tonnies 1990:148, n.9）。
（5）　たとえばランシマンの背後にはヴェーバーが、テンニースの背後に（たぶん）マルクスがいるだろう。
ニーチェと社会学を媒介する論者たちの研究もまた重要な課題である。

